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§１１１１    プロジェクト実施の概要プロジェクト実施の概要プロジェクト実施の概要プロジェクト実施の概要 
 真菌症は、HIV 感染や種々の疾患などにより免疫力の低下した人々にとって、生命を奪

い、生活の質（QOL、Quality of Life）を低下させる脅威であり、ブラジル（以下「ブ」国

と略す）においては、免疫不全患者のおかれた状況は深刻である。本プロジェクトでは、「ブ」

国における真菌症の疫学調査を実施し、千葉大学真菌医学研究センター（以下「千葉大真

菌セ」と略す）で開発した菌種同定用の DNA チップ及び新しい DNA 検出法である LAMP

法やリアルタイム PCR 法を利用した迅速簡便な診断・同定法、更に真菌症のより優れた治

療法を共同で開発することを第一の目的として実施したプロジェクトである。またこれら

の成果に基づいて同国がエイズ対策を進めるアフリカ・ポルトガル言語圏や中南米各国及

びわが国における HIV 感染者など免疫不全患者の真菌症の克服、QOL の改善に役立てるこ

とをも目的としたプロジェクトである。さらに本プロジェクトでは、千葉大真菌セとプロ

ジェクトサイトの「ブ」国サンパウロ州立カンピーナス大学との共同研究を通じて、真菌

感染症の診断及び治療に関する研究能力が相互に向上することを目指した。 

 プロジェクト開始後 ２年において「ブ」国においては共同研究に必要な主な供与機材が

納入され、それらの供与機材を用いて患者から分離した病原真菌の菌種同定が現地の研究

者により迅速かつ詳細に進み、その結果、「ブ」国において、分離された病原真菌数は 400

株以上に達している。それらの菌株に関連する臨床患者情報の収集や解析、さらにはプロ

ジェクトで最終目標とした真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌の同定法が実際にカンピ

ーナス大学で活用される状態になっている。また本プロジェクトの個々の成果と活動につ

いては、以下に報告するが、事業における数値目標であり、成果の公開と発表として重要

である論文発表において、特にインパクトファクター（IF）が 1.0 以上の国際誌への発表目

標に対しては、既に 20 報の論文が受理公表され（うち 2 つの論文では IF がついていない）、

目標数を達成することができた。 

 具体的な目的達成の目指す２つの指標としては、（１）プロジェクト期間内に、「ブ」国

カンピーナス大学において、エイズ患者及び免疫不全患者における真菌感染症の全症例が

疫学的に解析されることと、（２）DNA チップ、β グルカン測定、リアルタイム PCR 法、

LAMP 法のカンピーナス大学へ技術移転とその実用性の確認にあるが、いずれもそれぞれ

の項目においては、成果は充分に達成されている。これらの２項目の成果を達成するため

に行った具体的な活動は以下の通りである。 

（１） の研究指標については、i). エイズ患者及び免疫不全患者から採取分離した病原真

菌株が 400 株以上に達した。これらの菌株について双方でその保存法を検討した結果、「ブ」

国ではサンプルチューブので凍結保存、千葉大真菌セでは真空アンプル保存により半永久

的な保存を行うこと、ii). 基礎的なデータとして、真菌分離株の形態学的、生理生化学的

解析結果による同定を行うこと、iii). リボゾームやハウスキーピング遺伝子解析に基づく

遺伝子型の決定を行い、それぞれの分離株について詳細な菌株戸籍情報を確定すること。

また iv). 日本のメーカーが作製した薬剤感受性試験プレートで、日本で開発された抗真菌

薬であるミカファンギン等を含めてより正確で鋭敏な薬剤感受性試験を行い、より優れた

治療効果を発揮するために、臨床現場に情報を提供することできた。優れた臨床効果を示

すことが期待できる投与法の開発を目指して、千葉大真菌セが中心となって確立してきた

バイセルトレーサ(BCT)により、薬剤の投与時期の確定や、併用効果を発揮する薬剤の組

み合わせを見出すために、「in vitro 生体モデル実験系」に基づく実験を「ブ」国において

行った。これらを総合して、患者分離の真菌株とその感染源、感染部位、患者の免疫状況

を含む検査データとの関連性を纏めて、関係する医師や研究者が利用可能な状態にするた

めのデータの整理が進み、公表する段階に達している。 

（２） の研究指標で、i). DNA チップについては、本プロジェクトの申請時においてわが

国での主たる病原真菌を対象として開発されチップにプリントされた DNA 情報について、

それぞれの菌株の遺伝子配列情報を「ブ」国側に開示した。また、「ブ」国側からの要望に

基づき、特に病原真菌で、感染の患者数の多いフザリウム症について、その原因菌を同定

するための DNA チップを作製することができた。更に、その他「ブ」国の臨床現場で問題
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となる真菌症の原因となる真菌の同定を確実に実施するために、「ブ」国の患者から分離さ

れた菌種を対象として千葉大真菌セが保存している標準株との比較情報に基づいて、新た

に「ブ」国側に 14 菌種を追加した DNA チップを作製することができた。これらの新しい

「ブ」国版の DNA チップ (「ブ」国 version) 研究については、感染症専門の医師である

Plínio 准教授を中心とした研究グループが担当することとなり、医師や技師に大学院生が参

加した研究体制が出来上がっている。それぞれの担当者には、DNA チップの作製法の研修

を繰り返し行った結果、現在までに大量の DNA チップ作製のための技術移転が完了した。

「ブ」国カンピーナス大学で分離された 173 株の分離株を用いて、DNA チップの感度及び

特異性に関する性能確認が「ブ」国サイドで行われ、その有効性が確認された。ii). β グル

カンについては、機器の導入が遅れていた関係で、本邦での研修も延期されていたが、「ブ」

国内での機器の導入業者からの「ブ」国の研究者や医師に対して、β グルカン測定キットを

用いた真菌症診断法の講習が行われ、さらに臨床サンプルでの検討の結果から深在性真菌

症早期診断のための基準となるカットオフ値が検討され、診断基準値が確定した。これら

の情報に基づいて、カンピーナス大学附属病院の集中治療室のカンジダ血症が疑われる患

者について、β グルカン値測定や、その他のバイオマーカーの解析が進んでおり、これらの

情報は今後の臨床分野において深在性真菌症の診断のための貴重な臨床情報として発表す

る準備を進めている。なお、わが国で使われていた測定キットについては、キットの販売

の中止などがあり、両キットの比較が難しくなったことから、「ブ」国での研究が中心とな

って進んだ。iii). リアルタイム PCR については特に「ブ」国からの希望もあり、「ブ」国に

おいては、最も臨床的に重要なフザリウム菌種（Fusarium solani species complex）の特異的

な同定法が開発され、「ブ」国に技術移転され、既に用いられている。また LAMP 法につい

ても、本プロジェクトの期間中に治療に困難が伴うアスペルギルス症の原因菌の簡単な同

定法が開発されて、「ブ」国に技術導入された。リアルタイム PCR 及び LAMP 法の技術に

ついては、「ブ」国の研究者が真菌の他の感染症分野の研究にも利用するための独自の研究

も開始され、技術の移転に伴う新しい成果が得られつつある。 

 医療技術の進歩は目覚しく、従来生存が不可能であった疾患を有する患者においてもそ

の延命や場合によっては治癒が可能となっている。特に、「ブ」国においてはエイズのみな

らず、臓器移植が多く実施されているため、これらに伴った日和見感染症が多く発生し、

その治療は重要な検討課題である。本プロジェクトを通して導入された機器や技術の応用

により、多くの新しい知見が得られ、「ブ」国の感染症治療がよりレベルアップしつつあり、

それらの情報は「ブ」国のみならず、世界的にも公開されつつある。従って、今回のプロ

ジェクトで得られた成果は、これらの疾患を抱える他の国々の患者の QOL の改善にも貢献

することは明らかである。 

 他方、わが国の若手研究者の育成に目を転じると、千葉大学からは特任助教 2 名を含む 3

名の若手研究者が本プロジェクトに従事しており、「ブ」国という文化の全く異なる外国で

共同研究や研究指導を行うといった新しい経験により、苦労を重ねながらも「ブ」国研究

者と積極的に協調することの重要性を学び、研究者として人間として大きく成長したこと

は、本プロジェクトの成果の一端として特筆に値する。 

本プロジェクトで導入された真菌感染症診断のための DNA チップ、リアルタイム PCR、

β グルカン測定及び LAMP 法については、広く普及させるために、ポルトガル語の「真菌

感染症診断マニュアル」の作成が完了した。このマニュアルではそれぞれのメーカーから

の掲載許可が正式に得られて進み、より理解が得やすいように、写真を多く利用すること

ができた。従って、将来的には「ブ」国以外のポルトガル語圏アフリカ諸国への普及が期

待されている。また、今年の 11 月 22 日、23 日の両日において、それの情報を広く発信す

るために、国際シンポジウム”New diagnostic approaches in the management of fungal infections 

in AIDS and other immunocompromised patients” が「ブ」国のカンピーナス大学で米国（感染

症疾病センター, CDC）からの専門家等も招聘して行われ、盛会裏に終了した。 
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§２．プロジェクト構想（２．プロジェクト構想（２．プロジェクト構想（２．プロジェクト構想（及び及び及び及び構想計画に対する達成状況）構想計画に対する達成状況）構想計画に対する達成状況）構想計画に対する達成状況） 
 
（１）当初のプロジェクト構想  

真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の「ブ」国「ブ」国「ブ」国「ブ」国での実用性の確認での実用性の確認での実用性の確認での実用性の確認 

1) DNA チップによる病原真菌の同定及びこれによる真菌症の診断 

 真菌感染症の診断・治療において感染菌の同定は欠かせない過程であるが、従来の方法

では、菌の単離培養、生理生化学的性状の検査や遺伝子配列の決定など、手間と時間がか

かる。この同定を簡便に行えるようにする目的で計画を立案した。プラスチック・スライ

ド上に真菌を個々に識別することが可能な DNA プローブを貼り付け、蛍光スキャナーなど

特殊な器械を必要とせず、目視により短時間で菌種を同定するこの DNA チップは、わが国

で開発したものである。本プロジェクトでは現地での対応可能な「ブ」国版の DNA チップ

を改良作製して、その有用性を確認し、実用化を目指した。DNA プローブは「ブ」国で特

に問題となっているヒト病原真菌を対象として、これまでの作製法と同様にリボゾーマル

RNA 遺伝子の ITS 領域に設定した。DNA チップの基本は、まずユニバーサル・プライマー

を用いてあらゆる種類の真菌の遺伝子を増幅し、これを DNA チップにハイブリダイゼーシ

ョンさせ、ストレプトアビジン/ビオチン HRP 法によって化学発色させて、得られた発色の

パターンから菌種を識別することにあるが、永続的な現地での使用が求められることから、

これらの試薬の現地で供給が可能となるための検討もあわせて必要であったが、より安価

で現地で供給が可能な試薬を用いることが出来るように計画した。 

 その結果、「ブ」国で問題となる病原真菌を全て含む、DNA チップの作製が本共同研究に

よって「ブ」国で可能となった。特に DNA プローブの考案からその作製、さらにそれらを

プラスチック・スライドにハイブリダイゼーションさせて、発色させるための技術移転も

わが国での研修や短期在外研究員の派遣指導により行うことを検討した。血液等の患者か

ら採取した検体から直接真菌の遺伝子を検出する方法も技術移転の対象とした。 

2) LAMP 法及びリアルタイム PCR 法 

【LAMP 法】 

 LAMP法のプロジェクトでは『主要な病原性 Aspergillus 属及び Fusarium 属菌の迅速識

別法の開発』を目標とした。Aspergillus 属においては、A. fumigatus を Fusarium 属におい

ては F. solani （F. solani species complex: FSSC）を検出対象とし、有用性の高いすぐれたプ

ライマーの開発を目指した。また、「ブ」国側に対して LAMP 法の技術習得、LAMP プラ

イマー設計法の修得、設計したプライマーの特異性の検証及びデータ解析方法の習得とい

った目標も加えた。 

【リアルタイム PCR】 

 フザリウム症の原因菌であるFusarium 属菌を患者血液サンプルから迅速かつ高感度に検

出することを目標に、リアルタイムPCR法を用いた診断法の開発を目指した。Fusarium 属

菌及びFSSCに特異的なプライマーとプローブを設計し、「ブ」国で集められたFusarium 属

菌臨床分離株から抽出したDNAを用いて検出特異性を評価し、新しいプライマーとプロー

ブを用いて、100%の特異度を確保することを目指した。 

【院内及び病院周辺環境から分離されたFusarium 属菌の解析】 

 Fusarium 属菌は本来、植物や土壌に生息している真菌であるが、免疫不全患者において

は日和見感染症で問題となる。「ブ」国カンピーナス大学付属病院でも免疫不全患者の間

でフザリウム症が問題となっていたことから、Fusarium 属菌の感染源を特定するために院

内環境及び病院周辺からFusarium 属菌の分離を試みた。さらに免疫不全患者から分離され

たFusarium属菌と院内及び病院周辺環境から分離されたFusarium 属菌との関連性の調査も

検討課題とした。 

 

（２）新たに追加・修正など変更したプロジェクト構想 

【DNAチップチップチップチップ】 
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 当初の目標を達成するために研究を続けて行く過程で、本方法（DNAチップ法）の利便

性をさらに上げる必要性を感じ、ヒト血液から本DNAチップを用いて直接的に菌の同定を

可能とする方法を開発すること新たな研究項目とした。さらに特殊な機器を必要とするPCR

法を用いず、簡便な恒温槽で遺伝子を増幅して用いる方法の開発を新たな検討項目にした。 

【LAMP法】 

 病原真菌を LAMP 法で迅速に検出することを目的に研究を進めて行く過程で、薬剤耐性

遺伝子を持った細菌を LAMP 法を用いて検出できないかという相談があった。そこで、

Plínio 准教授を中心にカンピーナス大学医学部内で別のプロジェクトとして検討し、ごく簡

単な初期実験を行ったところ、有効性を確認するデータが集積しつつある。しかし、これ

までの検討では属全体や種複合体といった幅広い検出を目的とした LAMP 法のプライマ

ーを設計するのは困難であるが、いずれの感染症においても耐性菌は深刻な問題であり、

迅速かつ簡便な耐性菌検出法の開発は臨床的必要性がきわめて高いテーマであることから、

新たな検討課題とすることとした。この件に関しては、「ブ」国の千葉大真菌セとの間で真

菌における耐性菌の検討も可能な限り早急に行う必要があるとの意見の一致を見ている。 

【リアルタイム PCR】 

 当初は、新たに開発したリアルタイム PCRによる診断法の有効性を評価するために、フ

ザリウム症患者の血液サンプルを用いる予定であったが、充分量の血液サンプルが集まら

なかったため、侵襲性フザリウム症モデルマウスを作製し、その血液を用いて検定した結

果、そのモデルの高い有用性が示されたことから、この実験も新たに検討項目として採用

して研究を進めた。 

【院内及び病院周辺環境から分離されたFusarium属菌の解析】 

 院内環境からは、主にエアーサンプラーを用いてFusarium 属菌の分離を試みた。しかし

Fusarium 属菌以外の菌が優位に培地上に発育してきたため、効率良くFusarium 属菌を分離

することが困難であった。そこで、Fusarium 属菌選択分離培地に関する検討を進め、さら

にこれをエアーサンプラーと組み合わせて使用することで、効率良くFusarium 属菌を分離

することが可能となり、院内におけるフザリウム症発生ルートの解析の大きなステップと

なった。実際にこれらの研究は「ブ」国の学位論文の作製を目的とした実験計画に組み込

まれた。 

 

（３）活動実施スケジュール（実績） 

項目 
H21年度 

( ヶ月) 
H22年度 H23年度 H24年度  

１. 真菌症の発症に関する患者の

データ収集及び、患者から菌を採

取・分離（亀井、田口、村長） 

 

 

   

２．PCRやLAMP 法を用いて分離

した菌の菌種サブタイプの同定

（五ノ井、川本、松澤、三上） 

 

 

   

３．患者から分離した病原真菌の

保存法の確立（五ノ井、三上） 
 

 

   

４．機材の設置・人材育成を通じ

て、「ブ」国におけるDNAチップ

の作製と体制の整備（五ノ井、酒

井、三上） 
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５．菌種同定に関するDNAチップ

での診断の有効性の検証（五ノ

井、酒井、三上） 

 

 

   

６．血清診断法のβグルカン測定

法の感度・特異性の試験（亀井、

村長，田口） 

 

 

   

７．菌の薬剤感受性試験と適切な

投与法の検討（田口、亀井、三上） 
 

 

   

８．ポルトガル語実習テキストの

作成（亀井、川本、三上、田口） 
   

 

 

９．シンポジウムの開催と成果の

公開 
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§３３３３    プロジェクト実施体制・投入実績プロジェクト実施体制・投入実績プロジェクト実施体制・投入実績プロジェクト実施体制・投入実績 

 

３．１．実施体制３．１．実施体制３．１．実施体制３．１．実施体制 
①研究参加者 

 

 

（１）グループ１（１）グループ１（１）グループ１（１）グループ１
【日本側】【日本側】【日本側】【日本側】

年 月 年 月

○ 亀井　克彦 千葉大学 教授 22 4 25 3

三上　襄 千葉大学 名誉教授 22 4 25 3

五ノ井　透 千葉大学 教授 22 4 25 3

川本　進 千葉大学 教授 22 4 25 3

田口　英昭 千葉大学 助教 22 4 25 3

村長　保憲 千葉大学 特任助教 22 4 25 3

酒井　香奈江 千葉大学 特任助教 22 4 25 3

松澤　哲宏 千葉大学 技術職員 23 2 25 3

山本　恵一 富山大学 名誉教授 22 12 25 3

池田　一繁
クボタコンプス株式

会社
部長 24 1 25 3

野本　明男 千葉大学 センター長 24 4 25 3

富永　健一郎 プロジェクト 業務調整 22 10 25 3

開始 終了グループ
リーダー

氏名 所属
役職
（身分）

研究参加期間
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②研究項目 

(1) 本センターで開発したDNAチップによる病原真菌の同定及び真菌症の診断 

(2) βグルカンによる真菌症の診断 

(3) リアルタイムPCRおよびLAMP法による真菌症の診断・原因菌の同定 

(4) 薬剤最適投与法の検討 

【【【【相手国側相手国側相手国側相手国側】】】】

年 月 年 月

○  Maria Luiza Moretti カンピーナス大学 教授 22 4 25 3

Plínio Trabasso カンピーナス大学 准教授 22 4 25 3

Angélica
Zaninele
Schreiber

カンピーナス大学 助教 22 4 25 3

Mariângela
Ribeir Resende

カンピーナス大学 助教 22 4 25 3

Christian Cruz H
öfling

カンピーナス大学 臨床医 22 4 25 3

Sandra Bonon カンピーナス大学 助教 22 4 25 3

Renata Fagnani カンピーナス大学 管理看護士 22 4 25 3

Luís Felipe
Bachur

カンピーナス大学 臨床医 22 4 25 3

Frederico Aguirre カンピーナス大学 大学院生 22 4 23 2

Michela Ferrari カンピーナス大学 大学院生 22 4 25 3

Renato Moraes カンピーナス大学 大学院生 22 4 25 3

Luzia Lyra Fernandes カンピーナス大学 技術職員 23 3 25 3

Marcela de Souza カンピーナス大学 大学院生 23 12 25 3

Adenilza Cristina da Silva カンピーナス大学 大学院生 23 8 25 3

Ana Isabela Passos Morsh カンピーナス大学 大学院生 23 12 25 3

Cristiane Kibune Nagasako カンピーナス大学 臨床医 23 11 25 3

Ariana Fideli Busso カンピーナス大学 技術職員 23 12 25 3

Maria Luiza Oller カンピーナス大学 インターン 23 4 23 12

Érivan Ribeiro カンピーナス大学 技術職員 22 4 25 3

研究参加期間
開始 終了

グループ
リーダー

氏名 所属
役職
（身分）
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§４４４４    プロジェクト実プロジェクト実プロジェクト実プロジェクト実施内容及び成果施内容及び成果施内容及び成果施内容及び成果     
 

4．．．．0．プロジェクト全体．プロジェクト全体．プロジェクト全体．プロジェクト全体 

    グループ全体の成果グループ全体の成果グループ全体の成果グループ全体の成果 
   近年、｢ブ｣国におけるエイズの蔓延によって、それら病原真菌に感染する患者の数は、増

加しており、治療のための簡便で迅速な感染症原因菌の同定が求められている。千葉大真

菌セで開発した菌種同定の DNA チップは、多数の病原真菌に対応する DNA プローブをス

ライド・ガラス等に貼り付け、DNA ハイブリダイゼーションによって目視で感染症原因菌

の同定を行うために開発された方法であり、その解析のための高価な測定器機を必要とし

ないわが国独自の技術に基づくものであり、その有効性が実験レベルでは確認されていた

が、本プロジェクトでは「ブ」国に特有の真菌感染症の原因菌を新に含めた「ブ」国版の

DNA チップを作製して、その技術移転を行い、現地での有用性を確認することにあった。

リアルタイム PCR, LAMP 法についても「ブ」国の要求に基づいて、新たしい検出プライマ

ーの作製からそれらの現地での応用研究にも利用するための技術の移転を目指すものであ

る。その結果、本プロジェクトを通して、「ブ」国版の DNA チップの作製からその利用が、

またリアルタイム PCR や LAMP 法についても技術移転が順調に進み、既に「ブ」国で分離

された病原真菌の同定や、それらの原因菌による感染症の診断に応用されている。 

  DNA チップの現地での利用とは別に、今回のプロジェクトで新たな問題として生じた

「ブ」国に特異的とも思われる新興真菌症としての Fusarium 菌による感染症（フザリウム

症）についての対策の要望について精力的に共同研究が進んだ。フザリウム症の原因菌の

分類学的な研究は、世界的にはその感染例数が少なかったことからあまり注目されていな

かった。しかし、近年欧米諸国で感染例が増加し、さらに最近新しい Fusarium の菌種の分

類体系が世界的な研究者の共同研究により提案された。そこで、本プロジェクトでは、初

期の目的にはなかった Fusarium 菌による感染症例についての検討が新たに加わった。そ

の結果、リアルタイム PCR を用いて、より迅速な菌種の同定が最新の分類に基づいて行う

ことのできる方法を確立することができた。さらに、リアルタイム PCR とは別に LAMP 法

においても、新しいフザリウム症の診断法が開発され、その有効性を検討する段階に達し

ている。フザリウム症の原因菌は、多くの薬剤に対して低感受性であり、その治療には困

難と伴うことから、早期診断法の確立により、本プロジェクトで行われている薬剤の併用

法の検討結果と併せて、その治療がより効率的になることが期待されている。またこれら

の患者情報を公表することにより、「ブ」国の他の地域病院においても、困難な状態にある

フザリウム症の治療成績の向上が期待できる。今回技術移転が進んだ LAMP 法は、わが国

で開発された新しい感染症の診断システムであり、すでにインフルエンザや細菌感染症の

診断法として確立している。真菌症に関してもその応用が期待できることから、「ブ」国か

らの他の感染症への新しい応用研究の提案が出されており、期間中に対応すべく努力が開

始されている。 

  「ブ」国のカンピーナス大学は医療分野においては、中南米の国々と密接な協力関係に

あり、またアフリカのポルトガル国圏からは多くの医療従事者を受け入れるプロジェクト

を進めている。そのため、いずれの技術においてもその移転が完了した場合には、同地域

はもとより「ブ」国がエイズ対策支援を進めているアフリカ・ポルトガル言語圏や中南米

各国でも利用することができ、真菌症に苦しむこれらの地域の患者に対しても QOL の改善

や生存率の向上などの効果が期待できる。 

 

4．．．．１１１１．．．．各活動における現時点での成果各活動における現時点での成果各活動における現時点での成果各活動における現時点での成果 
テーマ：「テーマ：「テーマ：「テーマ：「AIDS患者及びその他の免疫不全患者における真菌診断法による真菌症対策」患者及びその他の免疫不全患者における真菌診断法による真菌症対策」患者及びその他の免疫不全患者における真菌診断法による真菌症対策」患者及びその他の免疫不全患者における真菌診断法による真菌症対策」     

        （１）項目別研究実施内容及び成果（１）項目別研究実施内容及び成果（１）項目別研究実施内容及び成果（１）項目別研究実施内容及び成果        （（（（PDMに記載順）に記載順）に記載順）に記載順） 

1. より良い抗真菌治療や真菌感染症研究に役立つための免疫不全患者における「ブ」より良い抗真菌治療や真菌感染症研究に役立つための免疫不全患者における「ブ」より良い抗真菌治療や真菌感染症研究に役立つための免疫不全患者における「ブ」より良い抗真菌治療や真菌感染症研究に役立つための免疫不全患者における「ブ」

国の真菌症の疫学的研究国の真菌症の疫学的研究国の真菌症の疫学的研究国の真菌症の疫学的研究 
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1-1. エイズ及び免疫不全患者から採取した新鮮分離株の保存エイズ及び免疫不全患者から採取した新鮮分離株の保存エイズ及び免疫不全患者から採取した新鮮分離株の保存エイズ及び免疫不全患者から採取した新鮮分離株の保存 

 MTA の締結後に日本に分譲された菌株については、遺伝子解析情報、DNA チッ

プでの解析結果、さらに個々の患者の詳細な臨床情報が追加され、貴重な病原菌資

源として多くの研究者に利用できる体制が整備されて、Web での公開が進んでいる。 

1-2. 患者分離株の形態的、生理生化学的、遺伝学的な手法による同定患者分離株の形態的、生理生化学的、遺伝学的な手法による同定患者分離株の形態的、生理生化学的、遺伝学的な手法による同定患者分離株の形態的、生理生化学的、遺伝学的な手法による同定 

 分離した糸状菌の菌株については、日本では形態観察や生理生化学的な観察を行

わずに、遺伝学的手法での解析が中心で、その解析数は 200 株以上となっており、

特に、血液検体から分離された Fusarium菌株及び眼科検体からの分離株については

ITS 領域の解析のみならず、D１/D2 及び EF-1α 遺伝子の解析により同定が完了し

た。新たに「ブ」国側から提供された臨床分離株 36 株の遺伝学的解析も完了した。

現在、「千葉大真菌セ」と「ブ」国の双方での論文作成を行っている。 

1-3. 同定された真菌分離株の遺伝子型解析同定された真菌分離株の遺伝子型解析同定された真菌分離株の遺伝子型解析同定された真菌分離株の遺伝子型解析 

 「ブ」国から MTA で千葉大学に分与された 26 株の Cryptococcus 株と 30 株の C. 

parapsilosis株については遺伝子解析による同定が終了した。C. gattii 株については、

Multilocus Sequence Typing (MLST) の解析が新たに行われ、それにより「ブ」国にお

いて、はじめて高度病原性株である VGIIa (ST20) の遺伝子型の存在が確認され、ブラ

ジルサイドにその情報を提供した。 

1-4.  薬剤最適投与法の検討薬剤最適投与法の検討薬剤最適投与法の検討薬剤最適投与法の検討 

 遺伝子解析によって同定して、種が確定した Fusarium 属菌 20 株と、26 株の

Cryptococcus 属菌、さらに 30 株の Candida parapsilosis菌について、E-test とドライプ

レートを用いた薬剤感受性試験を行った。なお、これら研究結果を実地医療で臨床応

用させるために、右分析結果をもとにしたカンピーナス大学付属病院における

Candida 属による真菌症の「院内治療診断ガイドライン」の策定準備が進んでいる。

「院内治療診断ガイドライン」の策定は、本プロジェクトの協力範囲外の活動になる

が、研究成果を臨床現場にフィードバックするための手段となり、臨床的有用性を確

認するだけでなく、臨床成績の向上に資する取り組みである。 

1-5. 真菌特性と感染源、病巣部位、検査データ及び免疫抑制状態などの患者データと真菌特性と感染源、病巣部位、検査データ及び免疫抑制状態などの患者データと真菌特性と感染源、病巣部位、検査データ及び免疫抑制状態などの患者データと真菌特性と感染源、病巣部位、検査データ及び免疫抑制状態などの患者データと

の関連の関連の関連の関連 

    DNA チップや遺伝子解析で、感染に関与した菌種が特定された Candida 属菌に

よる深在性真菌感染症例については、「ブ」国の患者についての疫学的な解析のた

めのデータとして「ブ」国サイドに提供した。解析は「ブ」国で行なわれ、現在ま

でに 100 例の解析が完了して、論文作成が行われている。 

 

2. 真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の「ブ」国での実用性の確認真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の「ブ」国での実用性の確認真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の「ブ」国での実用性の確認真菌感染症の迅速診断法及び病原真菌株の同定法の「ブ」国での実用性の確認 

2-1.  DNAチップによる病原真菌の同定及びこれによる真菌症の診断チップによる病原真菌の同定及びこれによる真菌症の診断チップによる病原真菌の同定及びこれによる真菌症の診断チップによる病原真菌の同定及びこれによる真菌症の診断 

  現在、24 菌属、47 菌種の病原真菌の同定が可能な DNA チップが作製されてい

 る。これまで、新たに作製した DNA チップを用いて、血液から分離された 173 株 

 Candida 属真菌の同定が行われており、その結果 conventional な同定法である

 VitecII と遺伝子解析との結果が一致することが明らかになった。特に non-albicans 

 Candida については遺伝子解析と DNA チップに基づいた解析結果でも例外なく一

 致しており、DNA チップによる菌種の同定が現地でも有効であることが確認され

 た。これらの成果については、2013 年２月に２報の論文が投稿された。 

  DNA チップの有効性の試験のために用いる臨床分離株をいかに安定して保存す

 るかは重要なポイントである。この保存法を確立するための検討を進め、

 「ブ」国側では、よりコストが低く何度も利用可能な液体冷凍保存が主に行われ、

 日本側は凍結・L 乾燥で保存されることになった。 

【βグルカン測定キットによる真菌感染症の迅速診断】 

機材供与が遅れていたβグルカン測定機器の到着をもって、「ブ」国での臨床サンプ

ルからのβグルカンの測定が急ピッチに進んでいる。カンピーナス大学付属病院集
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中治療室のカンジダ血症が疑われる患者のβグルカン値などのバイオマーカーを解

析し、現在 50 名の患者データを集積中である。また、真菌症患者の血清を用いて市

販のβグルカン測定キット（Fungitell と Fungitec の 2 種）の性能比較分析が日本と

「ブ」国で分担して行うことになっていたが、日本での試薬が急遽販売中止となっ

たことから、最終的には、「ブ」国での結果で得られた成果で論文を作成することに

なった。 

2-2. リアルタイムリアルタイムリアルタイムリアルタイム PCR 及び及び及び及び LAMP法による真菌症の診断・原因菌の同定法による真菌症の診断・原因菌の同定法による真菌症の診断・原因菌の同定法による真菌症の診断・原因菌の同定 

 本プロジェクトで導入された真菌感染症診断のための病原性真菌同定法の普及につい

ては、短期在外研究員により「ブ」国への技術移転が進行し、それらに基づく新しい応用

研究も「ブ」国側の研究者によって開始されるなど、着実に成果が上がっている。基本的な

成果については論文を作成中である。 

2-3.  真菌感染症診断のための病原性真菌同定法の普及真菌感染症診断のための病原性真菌同定法の普及真菌感染症診断のための病原性真菌同定法の普及真菌感染症診断のための病原性真菌同定法の普及 

 「ブ」国内の免疫不全患者から分離した Fusarium 菌を対象に、リアルタイム PCR 法によ

る迅速診断法の開発を行った。特に新たに作製した PCR プライマー及びプローブについ

て Fusarium 菌種以外の真菌を検出しないことを確認し、その有効性が確認できた。特に、

「ブ」国において最も多く分離される F. solani species complex (FSSC)菌を 35 株用いた実

験において、その有効性が確認できたが、例外的に F. lunatum の菌種も検出されることも

明らかとなった。さらに「ブ」国内で患者から分離されたFusarium菌の 51株を対象にリアル

タイム PCR 法による同定を行った。その結果、48 株が FSSC Fusarium 菌として、また 3

株が非 FSSC Fusarium 菌に同定され、これらの同定結果は遺伝子解析による同定結果と

すべて一致した。さらに「ブ」国側から提供された新しい臨床分離株 36 株のリアルタイム

PCR での同定も 2012 年の末に完了している。 

  LAMP 法を用いた真菌の菌種の迅速同定法については、主要な真菌症の起因菌で、

その治療が困難な感染症を起こす Aspergillus fumigatus と A. terreus, A. niger, A. flavus 
を特異的に検出するプライマーを設計して、その有用性が確認された。 

  LAMP 法については供与資材の導入と実験環境作り及びブ「国」での技術移転講習の

結果、ブ「国」においても LAMP 法を用いた遺伝子同定法の研究・開発環境が整った。現

在、ブ「国」において Fusarium 及び Aspergillus 属菌の新規プライマーの有用性を検証中

である。また、Plínio Trabasso 准教授が中心となってカンピーナス大学付属病院内で

Fusarium 及び Aspergillus 属菌以外で問題となっている真菌症原因菌を調査している。そ

れらの中で Zygomycetes 関連菌種に関しても検出用のプライマーを作製することになって

いる。また、「ブ」国側では、習得した LAMP 法の技術を細菌の薬剤耐性遺伝子の検出に

も用いることができないか新たな研究分野への展開も検討され始めている。ブラジルも含

めてポルトガル圏での技術移転を容易にするため、リアルタイム PCR、DNA チップに関す

るポルトガル語テキストが作成された（2013 年 3 月）。本テキストシリーズでは、初期の計画

ではなかった MIC 測定法のテキストも追加で作成された。 

 

４．２．４．２．４．２．４．２．各共同研究課題の成果各共同研究課題の成果各共同研究課題の成果各共同研究課題の成果 
2011年年年年 11月月月月 23日に開催された第二回日に開催された第二回日に開催された第二回日に開催された第二回 JCC会合において日伯間で合意された共同研究項会合において日伯間で合意された共同研究項会合において日伯間で合意された共同研究項会合において日伯間で合意された共同研究項

目で、合意文書（目で、合意文書（目で、合意文書（目で、合意文書（MM）に記載されている事項について、それらの項目ごとに具体的な）に記載されている事項について、それらの項目ごとに具体的な）に記載されている事項について、それらの項目ごとに具体的な）に記載されている事項について、それらの項目ごとに具体的な研研研研

究の究の究の究の現況や成果がわかるように、原著論文の作成状況も含めて、簡潔に纏めてものを下述現況や成果がわかるように、原著論文の作成状況も含めて、簡潔に纏めてものを下述現況や成果がわかるように、原著論文の作成状況も含めて、簡潔に纏めてものを下述現況や成果がわかるように、原著論文の作成状況も含めて、簡潔に纏めてものを下述

する。する。する。する。 

（１）「ブ」国でカンジダ症患者から分離された Candida spp. の DNA チップ法を用いた

診断・同定法の開発 

I: 分担状況: 2006 年から 2011 年に患者血液から分離された 173 株の Candida spp. につ

いて 

 

i)  遺伝子解析により 56 株の菌種が同定された（双方の研究者により）。残り

の 117 株はわが国と「ブ」国が 3：1 の割合で分け合って解析した（117 株
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は MTA 締結後にわが国に移送）。2012 年中に全ての解析が完了した。 

ii) DNA チップ：（技術移転完了）。新しい「ブ」国版の DNA チップが作製され、

その有効性が確認された。 

iii) 薬剤の感受性：143 株がブ国で、残りの 30 株も「ブ」国で行った（現在、

論文作成中）。 

II: 研究成果：DNA チップの基礎論文は 2013 の 2 月に投稿した。また応用論文は 2013 年 2

月に投稿した 
 

(2) カンジダ血症の患者から継続的に分離される患者の臨床的及び疫学的研究と分離株の

薬剤感受性 

I: 分担状況：2010 年までに患者血液から 2 菌種以上の真菌が分離された 13 人の患者に

ついて 

i) 13 人の患者よりの 28 株の菌種が遺伝子解析により同定された（千葉大真

菌セの研究者により）。残り 3 株の解析も千葉大で行った。 

ii) 21 株の真菌の薬剤感受性試験が完了：「ブ」国で、残り 7 株の解析も 

「ブ」国で。 

II: 研究成果：論文は 2012 に論文発表済み 

(3) 過去 5 年間のカンジダ症の調査（329 患者の調査） 

 I: 分担状況：2006 から 2010 年までの免疫抑制及び非免疫抑制患者の記録の調査 

i) 266 人が完了(「ブ」国で追加を検討) 。 

II: 研究成果：論文は「ブ」国で作成中 

(4) 集中治療室において真菌症患者の血清を用いた市販のβグルカン測定キットの性能比較 

I: 分担状況：ブ国の患者血清での比較 

i) Fungitell Associate Cape Cod での解析（「ブ」国）。 

ii) Fungitec Gtest MK の解析  (日本での試薬販売が中止となり、比較研究 

を中止)。 

II: 研究成果：論文の作成「ブ」国で投稿    

(5) 集中治療室においてカンジダ血症が疑われ患者の免疫応答（Th1,Th2,Th17）の解析と β

グルカン値やリアルタイム PCR での真菌遺伝子検出などのバイオマーカー解析 

I: 分担状況：「ブ」国の患者データ解析 

i) 7 人の患者データが完了、50 人の患者データが集積中、2011 年 12 月まで

にさらに 30 人、2012 年 7 月までに 10 人が追加された(「ブ」国)。  

ii) PCR 解析用のサンプルの一部が逸失したが、残ったサンプルでデータの 

解析中（「ブ」国）。 

II: 研究成果：論文の作成中(「ブ」国)。 

(6) Candida glabrataによるカンジダ血症患者解析 

I: 分担状況：303 カンジダ血症患者から 33 C. glabrata感染患者の解析 

i) 患者情報の解析と（「ブ」国）、33 菌種の菌種の同定(日本側)と 3 種の培地

を用いた薬剤感受性試験が完了（「ブ」国）。 

II: 研究成果：論文の作成中「ブ」国）。 

(7) 全身性 Fusarium 感染症患者（血液悪性腫瘍患者及び免疫不全患者など）の臨床情報の

解析とその原因菌種の解析と薬剤感受性試験 

I: 分担状況：「ブ」国での 13 名の患者と分離菌の解析 

i) 13 名の患者情報が集積され、日本側で作製された新規リアルタイム PCR

での菌種（Fusarium solani species complex）の遺伝子解析が完了(リアルタ

イム PCR 操作技術の移転完了)。 

ii) 薬剤感受試験が終了。 

II: 研究成果：数名の新規患者情報を含めて、論文の作成中(「ブ」国） 

(8) 眼科 Fusarium 感染症患者（血液悪性腫瘍患者及び免疫不全患者など）の患者情報解析
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とその原因菌の解析と薬剤感受性試験 

I: 分担状況：「ブ」国での 83 人の患者から分離された菌種と患者情報解析 

i) 74 株の Fusarium 菌株と 9 株の Collectotrichum 菌株の解析完了。 

ii) 薬剤感受性試験が終了(Natamicin に対する薬剤感受性を追加)。 

II: 研究成果：論文の作成中(「ブ」国）。 

(9) 院内環境及び病院周辺の植物から分離された Fusarium の解析 

I: 分担状況：環境からの Fusarium菌の分離作業 

i) 12 の環境中からの真菌の分離を decantation method で開始（「ブ」国）。 

ii) 4 台の air sampler での分離方法の改良(日本側担当者による)。 

iii) Fusarium 菌種の選択的分離培地の考案とその応用。 

II: 研究成果：感染に関与すると想定される菌種の分離に成功。一部は論文作成中 

(10)Cryptococcus 症患者から分離された菌株の解析 

I: 分担状況：「ブ」国での 2009 年～2010 年に分離された 26 名の患者から分離された菌種

と患者情報解析 

i) 23 株のC. neoformans var. grubii 菌株と 2株のC. gattiの患者情報解析が終

了（「ブ」国）。 

ii) 菌種の同定(日本)、薬剤感受性（「ブ」国）は完了、菌株の遺伝子解析(日

本側で)、特に 30 株について、MTA を締結して日本に移送。解析が完了。 

II: 研究成果：2012 年の国際シンポジウムで成果を発表 

(11)免疫不全患者における食道カンジダ症 

I: 分担状況：「ブ」国での患者から分離 

i) 分離菌の DNA チップによる菌種同定と薬剤感受性試験を完了（「ブ」国）。 

担当者が他施設に勤務先を変えたため、一時的に研究が中止したが、新たに日系の

医師が研究に参加して、研究が進展した。食道分離の菌株について、DNA チップで

の同定が進んだ。 

II: 研究成果：カンジダ症の原因菌の解明に関する成果を国際シンポジウムで発表 

(12)患者(生存中)からの新たに分離された Zygomycetes 菌の BCT による治療を目的とした薬

剤感受性の検討 

     BCT（バイオセルトレーサー）の使用法の技術移転が完了。前のプロジェクト

で購入した機器を使用していることから、機器の故障があったが、その都度専門

家が対応して、順調に成果が得られている。修士論文などの作成が進行中。 

（13）AIDS 患者における肺真菌症診断 

     2012 年にブ国の倫理委員会の承諾が得られて実験が開始された。血液中の β-グ 

 ルカン値測定と真菌抗原の検出実験が行われている。 

(14) 骨髄移植患者における真菌症の LAMP 法による原因菌の解析 

    本プロジェクトの開始後に「ブ」国の倫理委員会の承認を得てからの新しいプ

 ロジェクトとして、研究が開始され、本プロジェクトの終了後も共同研究として 

 研究が行われることになった。 

 

 

４．３．４．３．４．３．４．３．今後期待される効果今後期待される効果今後期待される効果今後期待される効果 
    DNA チップを用いて特殊な機器を用いることなく病原真菌を肉眼的に同定する技術は、

千葉大真菌セが日本の企業と共同で開発した新しい技術であり、この方法は、他の感染症

分野においても、利用されることが期待できる。特に本プロジェクトを通して、この DNA

チップの発色などに利用する試薬が「ブ」国において供給体制が確立できたことは、極め

て重要であり、輸入に比して安価に購入できることから本チップが継続的に利用されるよ

うになると期待されている。リアルタイム PCR については、世界的にも多くの感染症の診

断に利用が始まっており、「ブ」国のカンピーナス大学が最先端研究を行うためには必須な

機器であり、その技術移転の効果は「ブ」国カンピーナス大学の感染症を中心とした分野
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の研究能力の向上に役立つものと期待されている。LAMP 法は、わが国独自の技術でその

幅広い応用が「ブ」国においても検討されているが、特に、その利用のために必要な多く

の試薬も、本プロジェクトを通して、現地での供給が可能であることが確認された。本発

見は重要で、その結果、本技術が「ブ」国においても今後、広く利用されることが期待で

きるようになったと思われる。同大学の医師及びスタッフが研究熱心であることから、習

得したわが国の技術を、より現地の状態の変化に合わせて工夫を重ね、より「ブ」国に則

した形に改良することも期待される。このように本プロジェクトの相手機関であるカンピ

ーナス大学感染症科のスタッフに対する教育及び機器の導入により、最先端の真菌症診断

が可能となっている。特に、今回のプロジェクトには、容易に持ち運びできるもの、特別

な機器を必要としないものなどが診断機器として多く含まれており、今後、同大学を中心

とする医療地域、関連した中南米諸国、さらにはポルトガル語圏アフリカ諸国などへの普

及と、これに伴う真菌症診療レベルの高度化、患者 QOL の向上等が期待される。 

    科学技術力の向上は、科学立国としてのわが国においては大きな課題であるが、「ブ」国

国においても重要政策のひとつであり、カンピーナス大学は地域の拠点機関としての成長

が益々期待できる大学である。「ブ」国は WHO が定める結核の高蔓延国の２２カ国の一つ

であり、HIV 感染の蔓延と相俟って、結核感染は深刻な問題となっている。本プロジェク

トにおいても結核の合併症としての真菌感染対策はさらなる課題として要望された課題で

ある。この問題は、「ブ」国だけの問題ではなく、中南米地域及びアフリカ諸国にも共通す

る課題である。 

 本プロジェクトでは、「ブ」国のカンピーナス大学における真菌感染症の状況を把握でき

たが、今回のプロジェクトで得られた成果をさらに浸透させるためには、カンピーナス大

学が「南米の真菌感染症研究の地域拠点」として発展していくことが必要であると「ブ」

国からも強い提案があり、日本からの支援が強く求められている。 
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わが国での「ブ」からの研修生に行うことが予定されていた研修コースが、測定機

器の「ブ」国の搬入が遅れたため、カンピーナス大学で β グルカンの測定に関する

研修コースが急きょ設けられた。参加資格は、本プロジェクトに参加している医師、

研究者などで、講師はすでに「ブ」国で測定機器の使用を行っていた研究者と機器
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 ② 開発したテキスト・マニュアル類 
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必要であるが、必ずしも十分な人材の確保が可能であるとは限らない、想像できな
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    （３）その他の著作物（総説、書籍など）（３）その他の著作物（総説、書籍など）（３）その他の著作物（総説、書籍など）（３）その他の著作物（総説、書籍など） 

 ポルトガルのテキスト： 

  Manuais Tecnicos Aprimorando o diagnostico laboratorial das infeccoes fungicas 
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⑤ Manual: PROJETOS BIOMARCADORES: GALACTOMANANA E 1-3β-D GLUCANA 
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① 招待講演（国内会議 8 件、国際会議 26 件） 

(1) 芝崎あずさ、大楠悦子、矢澤勝清、矢口貴志、Larissa Anuska Zeni Condas、

Marcio Garcia RIBEIRO、 五ノ井 透： ブラジルにおいて分離された病原性

放線菌の分類学的研究. 日本放線菌学会大会、東京、2010.9.2-3. 
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cell-surface carbohydrates using a lectin microarray technique. Annual Conference of 

the Society for Glycobiology. TradeWinds Island Grand Resort, FL. November 7-10. 

2010. 

(5) 田口英昭、渡辺哲、佐藤綾香、Maria Luiza Moretti、Park Jong Chul、亀井克彦： 

接合菌に対する Epigallocatechin-3-O-gallate と各種抗真菌薬の協調作用に関す

る基礎的研究. 第 22 回日本臨床微生物学会、岡山、2011.1.8. 
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 （５）知財出願（５）知財出願（５）知財出願（５）知財出願 

①国内出願 (0 件)  

該当なし 

②海外出願 (0 件) 

 DNA チップに関しては、現在「ブ」国のカンピーナス大学で申請準備中である。  

 その他の知的財産権 

  現在作成中の真菌遺伝子検査マニュアル各種において、検査キットや検査機器メ

 ーカーよりその取扱説明の一部にかかる著作権を利用する許可を取り付け中であ

 る。 

 

    （６）受賞・報道等（６）受賞・報道等（６）受賞・報道等（６）受賞・報道等  

① 受賞 

該当なし 

② マスコミ（新聞・ＴＶ等）報道 

千葉日報紙に本プロジェクトを報道する記事が掲載され、「ブラジルに大きな成果

として寄与している」と報道された。 

 



SATREPS 終了報告書 

 ２３ 

    （７）成果展開事例（７）成果展開事例（７）成果展開事例（７）成果展開事例 

①①①①実用化に向けての展開実用化に向けての展開実用化に向けての展開実用化に向けての展開 

 フザリウム属菌の同定法としてリアルタイム PCR 法を開発し､「ブ」国において特許申

請の可能性を含めて準備している。本法は迅速､簡便に菌を同定できるのみならず､患者血

清から直接診断できる優れた能力が示唆されており､臨床現場での実用化を目指して検証

が行われている。 

    DNA チップはもともと千葉大真菌セとわが国の企業との共同研究で開発されたものであ

り、その基本は、真菌のリボゾーム遺伝子の ITS 領域の領域の塩基配列情報から、それぞ

れの真菌について特異的な配列情報を発見し、プラスチック基盤に情報を印刷して、多く

の真菌を正確に区別して、その違いを目視できるようにすることにある。特許の申請によ

り、それぞれの真菌に特異的な ITS 領域の情報が公開されると、追随する企業などが同じ

情報を利用する可能性があることから、わが国においては特許の申請は行っていない。「ブ」

国のカンピーナス大学医学部は、「ブ」国の政府に対して情報を提供し、それらの政策に反

映することができる極めて重要な立場にある。本システムはカンピーナス大学で量産体制

とそれに伴う恒常的な使用体制が既に整えられており、その実用性がさらに確認されたこ

とから、他の病院などへの普及も必要であるため、その特許申請の手続きが「ブ」国で(千

葉大の許可を得て)進行中である。 

 また、LAMP 法により新たに発見された、特異的な検出プライマーの情報などについて

は、今後さらに多くの菌株において、試験が完了した時点での特許化が検討されることに

なっている。 

 

②②②②社会実装（研究成果の社会還元）への展開活動社会実装（研究成果の社会還元）への展開活動社会実装（研究成果の社会還元）への展開活動社会実装（研究成果の社会還元）への展開活動 

 カンピーナス大学付属病院は、「ブ」国サンパウロ州南西地域カンピーナス市とその周

辺の42市町村を管轄する第三次医療機関であり、公的の基幹病院として機能している。基

本的医療サービスが無償で提供されている「ブ」国では、貧困層が公的医療機関、富裕層

は民間セクターでサービスを受けるといった構図になる。同病院の対象人口は、約500万人

（ノルウェーの総人口に相当）で貧困層の患者がレフェラルシステムに則って地域全体か

ら来院している。すなわち、プロジェクトサイトである同病院を通じての研究協力事業の

成果は、自動的に広く地域住民、とりわけ貧困層へと普及し、これらの人々に裨益する機

能（システム）を有していることを示唆する。 

 具体策のひとつとして、本プロジェクトで行われた薬剤に関する共同研究で得られた結

果を実地医療で臨床応用させるために、分析結果をもとにしたカンピーナス大学附属病院

における Candida属による真菌症の「院内治療診断ガイドライン」の策定準備が「ブ」国側

で進行している。ガイドラインの策定は、本プロジェクトの協力範囲外の活動になるが、

研究成果を臨床現場にフィードバックするための手段となり、臨床的有用性を確認するだ

けでなく、臨床成績の向上に資する取り組みである。さらに、このガイドラインは附属病

院の関連する各医療施設にも波及することが予想され､影響範囲はさらに拡大するものと

推測される。 

 DNA チップ、リアルタイム PCR 及び LAMP 法において、本プロジェクトで新たに発見

や開発された情報や技術については、「ブ」国での特許申請などが終了した時点で情報が公

開されることになっている。 

 

§６６６６    プロジェクト期間中の主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチプロジェクト期間中の主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチプロジェクト期間中の主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチプロジェクト期間中の主なワークショップ、シンポジウム、アウトリーチ

等の活動等の活動等の活動等の活動 
    

年月日 名称 場所 

（開催国） 

参加人数 

（相手国からの招

聘数） 

概要 

平成 22 年 「Bio Japan 2010」 パシフィコ横浜 2 名 DNA チップ技術の発表 
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9 月 29 日 

10 月 13 日 
「神奈川県ものづく

り技術交流会」 

神奈川県産業技

術センター 
2 名 DNA チップ技術の発表 

10 月 28 日 
真菌センター プロ

ジェクト会議 

真菌医学研究セ

ンター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員での研究の進捗状

況の報告等 

11 月 10 日 「産業交流展 2010」 
東京ビックサイ

ト 
2 名 

DNA チップ開発技術の

発表 

11 月 12 日 

第一回 JCC(Joint 

Coordinating 

Committee)会合 

カンピーナス大

学 

11 名(ブラジル) 

3 名(千葉大)、JST(2

名)、JICA(1 名) 

 

11 月 24 日 定期打ち合わせ会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本人専門家 2

名） 

研究の進捗状況の確認

と専門家との打ち合わ

せ 

11 月 29 日 定期打ち合わせ会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本人専門家 2

名） 

研究の進捗状況の確認

と専門家との打ち合わ

せ 

12 月 9 日 定期打ち合わせ会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本人専門家 2

名） 

研究の進捗状況の確認

と専門家との打ち合わ

せ 

12 月 14 日 定期打ち合わせ会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本人専門家 2

名） 

研究の進捗状況の確認

と専門家との打ち合わ

せ 

平成 23 年 

1 月 17 日 
第一回月例報告会 

真菌医学研究セ

ンター 
7 名 

プロジェクト参加者で

の研究進捗状況の報告

など 

2 月 1 日 

「産総研・産技連

LS-BT 合同研究発表

会」 

つくば市 2 名 DNA チップ技術の発表 

2 月 11-12 日 研究打ち合わせ 
富山県健康増進

センター、ほか 

5 名 

（ブラジル 2 名、日

本専門家 2 名、研究

主幹 1 名） 

研究の進捗状況の確認

と専門家との打ち合わ

せ 

山本名誉教授及び倉田

ＪＳＴ研究主幹の出席 

2 月 24 日 表敬訪問 JICA, JST 

2 名 

（内ブラジル人１

名） 

プロジェクトの進捗状

況を報告 

ブラジルのプロジェク

トディレクターの

Moretti LM 教授及び亀

井プロジェクトリーダ

ー 

4 月 7 日 第三回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

4 月 17 日 
日本における AIDS

の予防及び対策会議 

カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 1 名） 

集団研修「AIDS の予防

及び対策」の研修員帰国

報告 

4 月 27 日 

大島賢三 JICA 副理

事長のプロジェクト

サイト視察 

カンピーナス大

学 

（ブラジル） 

カンピーナス大学 

学長以下プロ関係

者全員(ブラジル)、

JICA 中南米部南米

課長、JICA ブラジ

ル事務所長以下 3名

（日本側） 

 

4 月 29 日 
DNA マイクロアレ

イ 

カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 2 名） 

DNA チップスポッター

の有効活用検討会 
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ワークショップ 

5 月 6 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

6 名 

（日本側 1 名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

5 月 12 日 第四回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

5 月 26 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本側 3 名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

6 月 3 日 
ワクチンと免疫生物

学研究検討会 

カンピーナス大

学医学部 

200 名 

（日本側 1 名） 

免疫不全患者の症例を 

中心にした疫学研究検

討会 

6 月 20 日 第五回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

8 名 

（ブラジル側 1 名 

Angelica Schreiber准

教授） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

7 月 6 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 5 名） 

研究の進捗状況の確認

と実験計画の打ち合わ

せ 

7 月 15-17 日 

2011 フェスティバ

ル・ド・ジャポン（日

本祭）」 

サンパウロ市 
入場者数 

延べ 19 万人 

プロジェクトの研究概

要や意義・成果について

の展示 

7 月 20 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

15 名 

（日本側 5 名） 

・研究の進捗状況の確認

と実験計画の打ち合わ

せ 

・短期派遣研修員の研修

成果報告 

・研究分析結果の臨床現

場へのフィードバック

検討 

7 月 29 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本側 3 名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

8 月 12 日 第六回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

9 月 29 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

12 名 

（日本側１名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

9 月 29 日 第七回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
7 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

10 月 06 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

１0 名 

（日本側１名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

10 月 13 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

１0 名 

（日本側１名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

11 月 1 日 第八回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

8 名 

（ブラジル側 1 名 

Plínio Trabasso 准教

授） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

11 月 7 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

１0 名 

（日本側 2 名） 

研究の進捗状況の確認

と打ち合わせ 

11 月 11 日 

カンピーナス地域の

公衆衛生上の問題と

なる感染症フォーラ

ム 

カンピーナス大

学医学部 

200 名 

（日本側 1 名） 

地域の主な感染症に対

する臨床・公衆衛生的課

題を協議するフォーラ

ム 

11 月 23 日 
第二回プロジェクト

合同委員会（JCC）会

カンピーナス大

学付属病院 

20 名 

（日本側 7 名） 

プロジェクトの進捗状

況の確認とレビューに
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合 かかわる日伯合同委員

会 

12 月 12 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

１3 名 

（日本側 4 名） 

研究の進捗状況の確認

と今後の実験計画の打

ち合わせ 

平成 24 年 

1 月 10 日 
定期研究検討会 

カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 1 名） 

研究の進捗状況の確認

と今後の実験計画の打

ち合わせ 

2 月 3 日 

JICA会計監査法人に

よるプロジェクト会

計往査 

カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 8 名） 

プロジェクトの会計監

査と実施状況の確認 

2 月 16 日 第九回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
7 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

2 月 27 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

11 名 

（日本側 1 名） 

研究の進捗状況の確認

と今後の実験計画の打

ち合わせ 

3 月 5 日 

岡谷重雄参事役

（JST）のプロジェク

ト視察 

カンピーナス大

学付属病院 

13 名 

（日本側 3 名） 

研究の進捗状況の確認

と今後の実施計画につ

いて議論 

3 月 20 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

18 名 

（日本側 4 名） 

研究の進捗状況の確認

と今後の実験計画の打

ち合わせ 

4 月 6 日 第 10 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

9 名 

（ブラジル側 1 名） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

4 月 12 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

4 月 19 日 
日本における AIDS

の予防及び対策会議 

カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 1 名） 

集団研修「AIDS の予防

及び対策」の研修員帰国

報告 

5 月 2 日 第 11 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

5 月 16 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

5 月 31 日 
JICAブラジル事務所 

研修会 

JICA ブラジル 

事務所 
10 名 

業務調整員から JICA ブ

ラジル事務所所員に対

してプロジェクト運営

管理のあり方について

講演 

6 月 12 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

6 月 15 日 第 12 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

8 名 

（ブラジル側 2 名） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

6 月 28 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 3 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と今後の方向性の

検討 

7 月 13 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 3 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と今後の方向性の

検討 
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7 月 25 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

9 名 

（日本側 2 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と今後の方向性の

検討 

7 月 26 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

6 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

8 月 10 日 第 13 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

8 名 

（ブラジル側 1 名） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

9 月 20 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

10 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

10 月 11 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

11 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

10 月 18 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

8 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

10 月 25 日 第 14 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 

8 名 

（ブラジル側 1 名） 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

11 月 8 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

6 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

11 月 15 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

6 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と 11 月開催の学会

にかかる打ち合わせ 

12 月 6 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

15 名 

（日本側 1 名） 

治療診断ガイドライン

の作成について 

12 月 13 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

11 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

12 月 19 日 第 15 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト参加者が

全員の研究の進捗状況

の報告等 

平成 25 年 

1 月 29 日 
定期研究検討会 

カンピーナス大

学付属病院 

15 名 

（日本側 3 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

2 月 7 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

11 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

2 月 21 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

12 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

2 月 22 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

6 名 

（日本側 1 名） 

真菌症診断マニュアル

の作成打ち合わせ 

2 月 22 日 第 16 回月例報告会 
千葉大学真菌医

学研究センター 
8 名 

プロジェクト終了に向

けて現状の確認 

2 月 28 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

13 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

3 月 22 日 定期研究検討会 
カンピーナス大

学付属病院 

17 名 

（日本側 1 名） 

共同研究の進捗状況の

確認と意見交換 

 

*アウトリーチに関して 

 DNA チップに関しては、社会への還元を目指して、千葉大真菌セにおいて医師、獣医師、

薬剤師、検査技師や研究者を対象とした講習会を毎年行っており、その中で実際に DNA チ

ップを用いてその実用性や簡便性に関する、講義と実習を行ってきた。 
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 さらに、平成 22 年 9 月には、“Bio Japan (2010)(パシフィコ横浜)”、10 月 13 日には”神奈

川県ものづくり技術交流会（神奈川県産業技術センター）“で、11 月 10 日には”産業交流展

2010 (東京ビッグサイト)“で、平成２３年度 2 月 1 日には、“産総研、産技連 LS-BT 合同発

表会（つくば市）”で展示と報告を行ってきた。さらに平成 23 年の４月 29 日には、「ブ」国

カンピーナス大学附属病院でのワークショップで、その有効性を報告するなど、これまで、

DNA チップの簡便性と有効性を、広く行政サイドのみならず、地域住民、バイオの関係者

や医療関係者に周知するなど、社会還元の可能性への議論を含めて広く情報を発信してき

た。特に、これまで DNA チップの作製や検出に要するコストに関しても、「ブ」国で供給

可能であることから、低価格で作製可能であることをあわせて報告してきた。 

 同様に、わが国独自の技術である LAMP 法や、新しい病原真菌の検出系が確立したリア

ルタイム PCR についても、「ブ」国においてカンピンーナス大学の本プロジェクトの関係者

を通した情報を発信して、その普及を図る努力をしている段階である。 

 

③ 合同調整委員会開催記録 

年月日 出席者 議題 概要 

2010 年 

11 月 12 日 

チーフアドバイザ

ー、JST、JICA 

カンピーナス大学

C/P 計 18 名 

プロジェクトの進捗確

認と課題にかかる対応

策 

詳細は別添書類①の会議録

（MM 含む）を参照。 

2011 年 

11 月 23 日 

チーフアドバイザ

ー、JICA 

カンピーナス大学

C/P 計 22 名 

プロジェクト全体や各

研究課題の進捗確認と

今後の計画の確認 

詳細は別添書類②の会議録

（MM 含む）を参照。 

2012 年 

11 月 26-30 日 

チーフアドバイザ

ー、JICA、JST、 

カンピーナス大学

C/P 計 26 名 

評価結果の共有 終了時評価の結果 

 

 

§７７７７    国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など国際共同研究実施上の課題とそれを克服するための工夫、教訓など 

    （（（（1111））））    共同研究全体共同研究全体共同研究全体共同研究全体    
(i) (i) (i) (i) プロジェクト全体の現状と課題プロジェクト全体の現状と課題プロジェクト全体の現状と課題プロジェクト全体の現状と課題    

 3 年間という他案件と比して短い期間で成果をあげる必要があるなか、供与機材調達の遅れ

や東日本大震災の発生による影響は、プロジェクト促進上の大きな障害であった。こうした課

題に対して、事業展開への影響を最小限にくいとめるために、「ブ」国及び日本側研究者全員

が一丸となってより柔軟に対応し、後ろ倒しになっていた各研究課題に積極的に取り組んだ。 

 その結果、平成 24 年度の協力期間内に期待された研究・事業成果ともに達成することができ

た。プロジェクトにとって実施上の障害がないほうが望ましいことは言うまでもないが、立ち向か

うべき障害があることによってかえって関係者の団結力が強化された面もあったことは否定でき

ない。「ピンチを逆にチャンスに変えよう」という共通意識を関係者がもち、果敢に取り組んだそ

のプロセスが一体感醸成の一助になったと思料する。 

 他方で、こうした取り組みを通じて、「ブ」国の研究者の自立発展性が向上しつつあることが

実感される。導入された資機材を初期の研究課題以外の独自の考えに基づく研究にも使用し

たいとの要望がだされ（3．2.1．の共同研究項目とその成果の中の(12)から(14)の項目は第二

回 JCC で「ブ」側から新たに提案された研究課題である）、大学院生を中心にした若手研究者

が本プロジェクトに次々に参加するようになったことなど、本プロジェクトが新たな段階に移行し

つつあることを示していると思われる。  
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(ii) (ii) (ii) (ii) 各種課題を踏まえ、共同研究プロジェクトの妥当性・有効性・自立発展性・インパクトを高め各種課題を踏まえ、共同研究プロジェクトの妥当性・有効性・自立発展性・インパクトを高め各種課題を踏まえ、共同研究プロジェクトの妥当性・有効性・自立発展性・インパクトを高め各種課題を踏まえ、共同研究プロジェクトの妥当性・有効性・自立発展性・インパクトを高め

るために実際に行った工夫るために実際に行った工夫るために実際に行った工夫るために実際に行った工夫    

コミュニケーション強化への取り組み 

 基礎・応用の別によらず大まかに言えば、「研究とは仮説の構築とその検証、再評価の延々

たる繰り返し」であり、そのプロセスを通じて成果を導くものである。こうした地道な作業を多国

間で協働してすすめる国際共同研究事業において、確固たる信頼関係を土台にした「二カ国

間共同研究チーム」を作ることは、至上命題であり、どれだけ早く One チームに仕上げるか否

かが、研究の質やプロジェクトの成果を大きく左右させる。こうした観点から、プロジェクト開始

当初より、両国間のコミュニケーション強化、信頼関係の構築に力点をおいた様々な取り組み

を行ってきた。ひとつは、定期的（原則週１回）に開催しているラボミーティング（共同研究検討

会）である。カンピーナス大学付属病院内院内疫学部内会議室で、「ブ」国側の議事進行のも

と、研究進捗状況の確認とそれに基づいた新しい実験のアイデアや方向性の検討、研究作業

をすすめる上での重要な課題の共有、今後のスケジュールの確認等が議事として活発な議論

が交わされた。一方、日々の恒常的な対話については、専門家（業務調整）と C/P との間の強

力なコミュニケーションラインを主軸にした風通しのよい関係が作られた。常時活動から雑談ま

でを話し合える状況を維持されており、場合によっては深夜・早朝でも電話で打ち合わせする

ことができる体制が構築された。機器の故障、特に DNA チップ作製機などに対しては、カメラ

付きのインターネットで相互に情報の交換できる体制が、機器のメーカーを含めて出来上がっ

ている。 

プロジェクトマネジメント技術の指導 

 専門家（業務調整）から「ブ」国側のプロジェクトディレクター及びプロジェクトマネジャーに対

して、プロジェクトマネジメントの一部である企画、進捗管理から運営管理上の諸問題を深刻化

するまえに手際よく対処すべきリスク管理技術等に至るまでのプロジェクトを適切に管理する技

術の指導を実施してきた。 

持続可能性の確保に対する取り組み 

 協力活動実施当初より、「相手側の事業に対する主体性、熱意、責任感を引っ張り出す」こ

とを重点的に取り組んできた。そのひとつが、日本側から「ブ」国側（カンピーナス大学）に対し

て、これまでカンピーナス大学医学部内の真菌ラボの「常勤」臨床検査技師を増員配置するこ

とを粘り強く働きかけてきたことである。その結果、緊縮財政のおり、人員増は極めて困難であ

るにもかかわらず、検査技師（1 名）を増員することが認められ、2011 年 12 月から正式に配置さ

れている。 

 プロジェクトサイトであるカンピーナス大学医学部真菌ラボは、先の JICA 技術協力プロジェク

トである「カンピーナス大学臨床研究プロジェクト」（1997-2002）で供与された供与資機材等が、

型式は古いものの現在もよく維持管理されている。他方で、オープンラボが主流の現代におい

て、ラボ全体のデザインは一時代前のものであり機能性や利便性は低い。供与機材の遅延な

どプロジェクトの進捗に対するマイナス要素を克服していくためには、徹底した事業効率性を

求めることが必要であり、ラボの機能性を高めることも重要な投入要素と考えられる。係る背景

のもと、日本側から「ブ」国側（カンピーナス大学）に対して、ラボの改修工事について鋭意働き

かけた。その結果、2011 年 4 月に学内の研究基金(Fundo de Apoio ao Ensino à Pesquisa e à 

Extenção-FAPEX)から工事費として R$50000（約 250 万円）の資金が調達できることに至り、改

善がはかられた。 

 

(iii) (iii) (iii) (iii) プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国が取り組む必要のある事項プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国が取り組む必要のある事項プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国が取り組む必要のある事項プロジェクトの自立発展性向上のために、今後相手国が取り組む必要のある事項 
 「ブ」国側の希望に基づいて現地で患者数が多く、特に問題となるフザリウム菌を特異的に検出

するためのプローブを設計し、その技術移転をすることは「ブ」国の感染症の研究の進展に通じ

たが、遺伝子情報解析と DNA チップ用のプライマーの作製や改良に関しては千葉大真菌セの

協力のもと「ブ」国の研究者が中心となって実施したものであり、これは DNA チップの「ブ」国での

利用が新しい独自の段階に進んだことを意味している。さらに本技術は細菌やウイルスなどの分

野への応用が期待される段階になっており、既に担当者により新たな細菌学分野への他の部局
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の研究者も含めた応用も検討されている。リアルタイム PCR 技術も、真菌感染症以外にも他の分

野での応用が可能で、特に感染症研究に必須な機器とも考えられており、「ブ」国においても臨

床医の興味は高い。このように DNA チップを含めてこれらの開発技術が移転されたが、その技術

は数名の医師と検査室関係者への移転であり、これらの技術と広め、さらに発展させて、真の

「ブ」国の技術として定着させるためには、それの関連する優れた人材の育成が必要である。実

際にカンピーナス大学感染症分野には、大学院生などの多くの優れた人材があつまりつつあるこ

とを現地で感じることができたが、それらの移転技術が若手研究者を通して、独自の技術として発

展して、「ブ」国の感染症研究に寄与できることが望まれる。 

 千葉大真菌セの真菌感染症にかかる総合的な識見、ノウハウの技術移転が進み、平成 24 年度

の協力期間内に期待される研究・事業成果ともに達成されつつある現在、「ブ」国における患者

の QOL の改善が着実に進展することが期待できる状態となっている。 

このように本プロジェクトでは、カンピーナス大学附属病院を中心として真菌症診療のレベルの明

確な向上をもたらし、社会にも大きな影響を与えたと考えられるが、今回対象とした免疫不全患者

以外にも、少なからぬ数の難治性真菌症が発生して患者を苦しめている。その菌種や病像は多

彩であり、治療も困難を極めている。また一般細菌で良く知られている耐性菌の出現も次第に深

刻な問題となりつつある。引き続き「ブ」国における真菌症対策とその医療レベルの向上に留意

する必要があろう。 

（２）研究グループ（２）研究グループ（２）研究グループ（２）研究グループ((((千葉大真千葉大真千葉大真千葉大真菌セ菌セ菌セ菌セ))))についてについてについてについて    
相手国側研究機関との共同研究実施状況と問題点、その問題点を克服するための工夫、今後

への活用 

 「ブ」国においては、真菌感染症の分野においても、まだまだ解決されなければならない多くの

課題がある。その多くは、解析のための研究機器が不十分であることにあったが、本プロジェクトを

通して、多くの研究機器が導入された結果、最先端の研究成果が「ブ」国の研究者により発表され

るようになった。その成果が多くの国際誌や国際学会において発表され始めたことから、「ブ」国に

おいても高く評価されるようになり、結果的に「ブ」国政府やサンパウロ州からの研究費の支給が約

束された例が本プロジェクトの最終段階において多く報告され始めた。このように研究目的に沿っ

た新しい機器の導入や日本との共同研究が、カンピーナス大学の医師を中心とした研究グループ

の研究をより新たな段階へと変化しているのを実感できた。今後、それらの資金を使っての千葉大

真菌セの若手研究者に対する招聘計画が検討され始め、共同研究が新たな段階に入っている。 

本プロジェクトによって、培養を介さないヒト検体からの直接の PCR 増幅、PCR 機器を用いない

恒温での遺伝子増幅を行い、本チップで検出・同定する試みに成功しており、「ブ」国の研究者が、

特にポルトガル語圏のアフリカ諸国などの安定な電源の供給がないなど培養設備や PCR 機器の

ない発展途上地域での困難な環境を克服しての検査体制の普及に貢献できると思われる。本プロ

ジェクトの目標は“真菌感染症の診断及び治療に関する研究能力が相互に向上する”ことにあるが、

「ブ」国の担当部局で感染症に関与する若い医師や研究者の育成がさらに進み、感染症研究に

おいても世界をリードする研究グループの誕生が望まれる。 

類似プロジェクト、類似分野への今後の協力実施にあたっての教訓、提言等 

以下の本プロジェクトを通しての気になっていることがらについて、教訓と提言をまとめた：遺伝

子関係実験においては、DNA などの取り扱において、基本的なことがらとしてのコンタミの問題が

ある。特に、PCR 試薬のような、試薬の共同利用においては、一人の杜撰な取り扱いが、大きな問

題となることが多いので、(i) 基本操作の徹底指導が望まれる。また、(ii) ピッペットの滅菌の確立

や、開発途上国では特に、(iii) 実験用の水、蒸留水の品質を如何に高めるかが、その後の実験に

も影響するので、水の安定で品質の高い水の供給が可能となるまでは、目的にあった蒸留水を購

入して管理して使用することが望まれる。多くの発展途上国では、一般に最先端の機器の扱いや

実験手技や実験結果の解析法などは、指導する相手によっては（特に院生などでは）、他に技術

移転されないことも多いので、(iv) 常勤の技術職員などへの移転が望まれる。また、遺伝子関係で、

その指導する関係者が(v) 確実に遺伝子の解析ができるような体制を作っておくと、その都度、本

国に持ち帰って解析する必要がなく、短期の専門家の仕事が効率的に進むと思われる。 
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§8    結び結び結び結び 
 本プロジェクトで最も重要な DNA チップについては、必要な機器や技術を特に問題なく

「ブ」国側に導入することができた。DNA チップを中心にそれぞれの機器については、医

師（大学教員）などがそれぞれの責任者となり、それをサポートする技術者や大学院生が

付く体制となり、機器のメンテナンスもスムースに進むようになったが、それらを可能に

するためには、中心となる責任者以外に、絶えず機器を保守する技術者などの存在は「ブ」

国においては必須であることを再認識する機会が数多くあった。多くの国々がそうである

ように、技術の取得がそれぞれの個人の特技であることが評価されるという文化がそれぞ

れの国にあり、そのための技術がスムースの他の人に移転しないこともあることを認識し

て対応する必要がある。本プロジェクトを通して、「ブ」国カンピーナス大学の学長や医学

部長の特別のサポートもあった。資源が豊富な国である「ブ」国においても、世界的な不

況の波はわが国と同様にあり、国の財政状況が良くないことから、研究室の整備や人員の

採用は極めて厳しい状況下にあった。しかし、本プロジェクトをサポートするために、カ

ンピーナス大学は、新たな職員を採用して配置したり、研究室の整備を進めてくれたりと、

積極的に支援をしてくれたことは、本プロジェクトを効率的に進める上で極めてありがた

い状況であった。 

 最先端の国際共同研究を展開するためのみならず、高度研究能力の持続可能性を確保す

る上でも必要不可欠となる「ブ」国側の「研究基盤」の強化については、JICA などの関係

者によるプロジェクトの意義の説明などの、日本側からの粘り強い働きかけがあり、その

結果、人員（常勤検査技師 1 名増員）や研究室改築資金が新たに獲得され、より効率的な

研究実施体制の整備に繋がったと考えられる。HIV/エイズ対策に積極的に取り組んでいる

「ブ」国においては、日和見感染症としての真菌感染症対策は、感染管理や患者の QOL 向

上に重要な研究課題である。特に真菌感染症の克服には、効果的な治療が不可欠であり、

そのために早期診断、すなわち原因菌のより正確で迅速な同定法の開発が求められている。

千葉大真菌セからの取り組みは、「ブ」国の医療政策とも合致しており、「ブ」国から高く

評価されており、そのため「ブ」国の関係者が積極的に支援してくれたことにより、本研

究が順調に進んだと思われる。 

 「ブ」国側の希望に基づいて現地で患者数が多く、特に問題となるフザリウム菌を特異

的に検出するためのプローブを設計し、その技術移転をすることは「ブ」国の感染症の研

究の進展に通じたが、遺伝子情報解析と DNA チップ用のプライマーの作製や改良に関して

は千葉大真菌セの協力のもと「ブ」国の研究者が中心となって実施したものであり、これ

は DNA チップの「ブ」国での利用が新しい独自の段階に進んだことを意味している。さら

に本技術は細菌やウイルスなどの分野への応用が期待される段階になっており、既に担当

者により新たな細菌学分野への他の部局の研究者も含めた応用も検討されている。リアル

タイム PCR 技術も、真菌感染症以外にも他の分野での応用が可能で、特に感染症研究に必

須な機器とも考えられており、「ブ」国においても臨床医の興味は高い。このように DNA

チップを含めてこれらの開発技術が適切に移転されることにより、「ブ」国の感染症対策に

資する優れた人材の育成が見込まれる。実際にカンピーナス大学感染症分野には、大学院

生などの多くの優れた人材があつまりつつあることを現地で感じることができた。また、

本プロジェクトによって、培養を介さないヒト検体からの直接の PCR 増幅、PCR 機器を用

いない恒温での遺伝子増幅を行い、本チップで検出・同定する試みに成功しており、特に、

安定な電源の供給がないなど培養設備や PCR 機器のない発展途上地域での利用に役立つと

考えられる。さらに本プロジェクトの開始以後に、「ブ」国のカンピーナス大学の担当部門

へ大学院生や若い医師が多く集まるようになり、その結果、これらの移転技術の効率的な

利用がさらに進展している。本プロジェクトの目標は“真菌感染症の診断及び治療に関する

研究能力が相互に向上する”ことにあるが、担当部局で感染症に関与する若い医師や研究者

の育成が進んだ事実は「ブ」国の感染症研究においても極めて重要な事象と思われる。 

 千葉大真菌セの真菌感染症にかかる総合的な識見、ノウハウの技術移転が進み、平成 24
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年度の協力期間内に期待される研究・事業成果ともに達成されつつある現在、「ブ」国にお

ける患者の QOL の改善が着実に進展することが期待できる状態となっている。 

このように本プロジェクトでは、カンピーナス大学附属病院を中心として真菌症診療のレ

ベルの明確な向上をもたらし、社会にも大きな影響を与えたと考えられるが、今回対象と

した免疫不全患者以外にも、少なからぬ数の難治性真菌症が発生して患者を苦しめている。

その菌種や病像は多彩であり、治療も困難を極めている。また一般細菌で良く知られてい

る耐性菌の出現も次第に深刻な問題となりつつある。引き続き「ブ」国における真菌症対

策とその医療レベルの向上に留意する必要があろう。 

 3 年間という他案件と比して短い期間で成果をあげる必要がある中、運営管理上の課題で

あった供与機材調達の遅れや東日本大震災の発生による種々の影響は、プロジェクト促進

上の大きな障害であった。こうした課題に対して、事業展開への影響を最小限にくいとめ

るために、「ブ」国及び日本側研究者全員が一丸となってより柔軟に対応し、先送りになっ

ていた各研究課題に積極的に取り組んだ。その結果、協力期間内に期待される研究・事業

成果ともに達成できる見通しが現在つきつつある。プロジェクトにとって実施上の障害が

ないほうが望ましいことは言うまでもないが、立ち向かうべき障害があることによってか

えって関係者の団結力が強化された面もあったことは否定できない。「ピンチを逆にチャン

スに変えよう」というチャレンジ精神の共通意識を関係者がもち、果敢に取り組んだその

プロセスが一体感醸成の一助になったと思料する。他方で、こうした様々な運営管理上の

課題をクリアーすることが、「ブ」国の研究者の自立発展性を向上させた誘因といえるかも

しれない。導入された資機材を初期の研究課題以外の独自の考えに基づく研究にも使用し

たいとの要望が出され（４.３.の共同研究課題とその成果の中の(12)から(14)の項目は第二回

JCC で「ブ」側から新たに提案された研究課題である）、大学院生を中心にした若手研究者

が本プロジェクトに次々に参加するようになったことなど、初期段階では想像できないほ

ど、ブラジル側の自立性が向上していることを示している。 

 最後に、限られた時間での研究協力を大過なく無事遂行し、期待される成果を導けたの

は、数多くの優れた方々の手助けを得られたからであることを付言したい。共同研究のパ

ートナーであるカンピーナス大学関係者とは、試行錯誤の取り組みを経ながらも友好的な

雰囲気の中、共同研究を推進できたことは、本当に幸運であった。これもすべて、JST、JICA

など、数多くの関係者からの過分なサポートを得たからこそ成し得たことである。様々な

場面で多大なお力添えを頂いた JST 岡谷重雄室長以下、佐藤雅之参事役ほか地球規模課題

国際協力室の方々、日々緊密な連携の上ご支援いただいた川端賢主査には、心より感謝を

申し述べたい。研究主幹として倉田毅先生、北 潔先生からの適確かつ時宜をえた御指導

は、感染症分野における開発国との共同研究事業をすすめるにあたって貴重なものであっ

た。ここで伏して御礼申し上げたい。 

JICA においては、国際科学技術協力室の方々や、人間開発部長以下、職員の方々からの

強力なサポートがなければ、十分な成果を導くことはできなかった。とりわけ、保健第二

グループ保健第四課の竹本啓一元課長、佐藤真司前課長、大野裕枝課長の歴代課長の皆様、

さらにはなみなみならぬご芳情を頂いた山田朋未職員をはじめとする歴代の担当者の方々

への謝意は、言葉で言い尽くせないところである。 

そして、現場「ブ」国において、歴代の JICA ブラジル事務所長以下所員の方々および、

日々活動支えてくれた畠野クリスチアーネ寛子職員を含む数多くの関係者からの厚情とご

指導をいただいたことは言うまでもなく、末筆ながらあらためて深く御礼申し上げる次第

である。 
 

 

§9 PDMの変遷の変遷の変遷の変遷 (該当する場合該当する場合該当する場合該当する場合) 
該当なし 

 

以上 


